
【 ２月 の 行 事 予 定 】

１日（日）５月分貸館受付開始

５日（木）第２回公民館運営審議会

１０日（火）自主学習グループ連絡協議会こ 子どもから 令和８年 ２月号
１２日（木）第１０回八重大学(閉講式)お 大人まで 郡山公民館

り 理想に燃えて 鹿児島市郡山町１６８ 第３回八重大学運営委員会
や 躍動する 電話 ２９８－２２２０

１９日（木）第３回地域文化協会理事会ま 学びの館 fax ２９８－２２３１

郡山地域とその近郊の魅力再発見！！
社会教育指導員 鶴田 数広

郡山公民館講座で人気のある講座はいろいろありますが、他の公民館に無いものとし

ては、７月下旬に実施している「川で遊ぼう生き物探検隊」があります。

最初は、川に入るのが初めてなのか恐々と川底を見ながら歩いていた子どもたちは、

しばらくするとずぶ濡れになるのも構わず夢中になって生き物を探し、魚やカニを見つ

けると歓声をあげ、楽しそうに活動する姿が見られます。

甲突川の上流にある郡山ならではの講座ですが、準備や安全指導には大変気を使いま

す。下見を何度も繰り返し、数日前からの降水量による水深の変化を測り、雑草を刈り

ライフジャケットを準備し、スタッフの配置や緊急時の動きの確認を繰り返す等、安全

第一を徹底するためには、２時間の講座に対してひと月以上の準備が必要でした。また、

地域の方々の暖かいご理解がなければできない講座でもあります。しかし、子どもたち

のはじけるような笑顔を見ると「郡山の魅力を伝えられた。来年度もより良い講座を企

画しよう。」という意欲がわきます。

郡山地域とその近郊には、豊かな自然がある他、入来天文台等もあります。これらを

活用した講座を開設しようとすると、解決しなければならない課題が山積ですが、郡山

の魅力を再発見できる講座を企画いたしますので、来年度も是非ご参加いただけたら幸

いです。

１月１５日(木)に実施しました八重大学は、
藤間流千寿会の３名の皆様による華麗な日舞か
ら始まりました。講演は、演題「詩人まど・み
ちおの世界」を鹿児島大学名誉教授、まど・み
ちおの甥、石田尚治先生と補助の山下久代さん
が童謡「ぞうさん」「一年生になったら」で知
られる「まど・みちお」の生涯や詩の表現の面
白さ等を時間いっぱい伝えていただきました。

１月の八重大学

１２月１９日（金）火災を想定した
避難訓練を実施しました。給湯室から
火災発生の一報を受けて、館内放送、
消防署への通報、避難誘導、避難報告
等の訓練の流れを確認しました。避難
を終え、水消火器を使った消火訓練も
実施しました。
消防署の方から

本日の避難方法や
火災予防について
の話 を聞きまし
た。今後も火災防
止に万全を機して
いきます。

火災を想定した避難訓練を実施！



図書室は、特別整理期間中に資料の

点検や整理を行い、新たな気持ちでス

タートしました。今年も「地域の人が

つながる図書室」という思いで会話が

生まれる展示やイベントなどを企画し

ていきます。

【２月のお知らせ】

★郡山小の井亀先生が描かれた干支の

『午』の絵は、大きさが縦約１．８ｍ、

高さ３．８ｍの超大作

郡山小学校で展示された作品をお借

りして２月１日(日)～２月末日まで公

民館１階ロビーで展示する予定

★２月９日(月)～２月末日まで小・中

学生による「読書郵便」の展示

★２月２１日（土）１０時～１１時

『おはなしフルーツ』を開催

「地域の人がつながる図書室」

１月６日（火）開催された新春書き初め大会は、地域

内の小・中学生、一般の方々が２２名(昨年より６名増)

参加されました。講師から手ほどきを受け、止め、は

ね、払いの筆の動きを教えてもらい、上手に書けたとき

の表情はとても輝いていました。

作品は１月３０日（金）まで、ロビーに展示しました。

熱心にご指導いただきました郡山文化協会竹苑会並びに

自主学習グループ墨友会の皆様ありがとうございまし

た。。

第３３回郡山新春書き初め大会

令和７年１２月１３日（土）標記の大会があり

ました。自主学習グループのスポーツウェルネス

吹矢の１４名の皆さんが出場されました。

１３支部から１５チーム約１３０名が参加さ

れ、団体の部第２位という優秀な成績を納められ

ました。なんと満点の方が続出されました。

少しでも興味をもたれた方は、第１・３水曜日

１４時からホールで活動をしています。ぜひ、活

動の様子等見学にお越しください。

スポーツウェルネス吹矢鹿児島市大会
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